
 

 

常滑市立鬼崎北小学校                                     　  令和８年５月２０日 

　 学校だより 

　 　 　 ６月号　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  

   
　５月１５日（金）より、今年度の水泳学習が始まりました。大型バスに乗っ

て、常滑市温水プール（大曽プール）に行き、授業が終わるとまた大型バスに

乗って学校まで帰ります。 

　低学年は、水を自分の体にかけたり友達にかけたりして水に慣れてから、　

浅いプールで楽しく水遊びをしました。高学年は、水にもぐる、力を抜いて浮

く、バタ足の練習、ビート板を使っての練習、クロールなどをがんばりました。    

　２３日（土）は、海岸清掃・引き渡し訓練を行います。ご協力をよろしくお願いします。 

 

■お知らせ 

 ○５時間授業開始 

１
　 ６月１日（月）より、５時間授業が始まります。下校時刻は14時40分の予定です。 

年
 ○ダスキン出前授業　 ６月１日（月） 

　 掃除について教えてもらいます。持ち物の確認をお願いします。 

　 ＜持ち物＞新しいぞうきん１枚

２
○わたしたちの野さいばたけ 

年
　 ５月１３日（水）に、ミニトマト、ナス、ピーマン、キュウリの苗を植えました。これから

　野菜のお世話をしていきます。６月末頃から収穫し、ご家庭に持ち帰る予定です。

３ ○陶芸体験　 ６月４日（木） 

年 　 クラスを２グループに分けて実施します。 

　＜服装・持ち物＞よごれてもよい服、タオル

 ○田植え体験　 ６月８日（月） 

 　 　 　 予備日：６月１５日（月） 

    あいち知多農業協同組合さくら支店と西之口生産組合の協力を得て、田植え体験を実施し　

  ます。泥水の中での作業になります。持ち物の確認をお願いします。 

４ 　＜服装・持ち物＞ 

年 　・よごれてもよい服　・ビーチサンダル　・タオル　・水筒　・ビニール袋 

　・着替えと下着（※心配な場合）　 

○ゴミ減量教室　 　 ６月２５日（木） 

○みなと社会見学　 ６月３０日（火） 

   大型船に乗り、空港を見学し、海で拾ったものから万華鏡を作る予定です。 

○ゆめくりん見学　 ６月２日（火）

  TEL ０５６９－４２－０２２２ 

　 FAX ０５６９－４３－７２６９

 



５ ○林間学校　 　 　  ６月１１日（木）～１２（金） 

年    詳細につきましては、後日配布する林間学校のしおりをご確認ください。

 ○修学旅行　  　 　  6月７日(日)～８日(月) 

６    詳細につきましては、後日配布する修学旅行のしおりをご確認ください。 

年 ○みなと社会見学　 ７月１５日（水） 

   バスに乗り名古屋港ポートビル・名古屋港水族館の見学をします。

な ○夏野菜の栽培　  　  

か    校舎前の畑にナス、ピーマン、オクラ、ミニトマトの苗を植えました。大きく育った実は、

よ 「なかよしスーパー」で学校職員に購入してもらい生活単元学習を行う予定です。 

し 　 ご家庭でも、野菜の生長について話題にして頂けたら幸いです。

 ○海岸清掃・引き渡し訓練　 ５月２３日（土） 

共 ○ＰＴＡ読み聞かせ（鬼北タイム）　 6月１８日（木）                  　  

 ★県スクールカウンセラー 馬渕先生 　  

通 　 訪問日：6月2日（火）、6月23日（火）、7月7日（火） 

　　※お電話等でご予約ください。（担当：教頭） 

 

 

－雑感－ 

　新年度のスタートから一ヶ月半を迎えようとしています。新しい環境への緊張が少しずつほぐれ、

子どもたちの元気な声が学校中に響いています。 

　５月は、植物が勢いよく成長するように、子どもたちの心身にも確かな変化が現れる時期です。一

方で、連休明けの疲れが出やすく、心身のバランスを崩しやすいタイミングでもあります。朝、登校

する。友達と挨拶を交わす。授業でノートを開く。大人から見れば当たり前の光景ですが、子どもた

ちにとっては、その一つひとつが立派な「挑戦」の積み重ねです。成長のスピードは一人ひとり異な

ります。大切なのは、周りと比べるのではなく、「昨日のその子」と比べて、小さな「できた」を見

つけることです。「挨拶の声が大きくなったね」「一人で宿題を始められたね」。そんな何気ない一歩

を、私たち大人が見逃さず、肯定的な言葉をかけていく。その安心感こそが、子どもたちが次に踏み

出すためのエネルギーになります。 

　５月２３日（土）の海岸清掃は、地域の一員としての自覚を育む大切な機会です。初夏の海風と地

域の方々との交流が、きっと心地よく刺激してくれるはずです。暑さに負けず、誰かのために一生懸

命働く姿は、まさに心身が大きく成長している証でもあります。ご家庭とともにその「頑張り」を共

有し、子どもたちの次へのエネルギーへと繋げていける一日になればと願っております。 

（文責：校長） 


